
 

 

 

 

         

 

２年生スタート 

                                                                 学年主任 菱池 美保 

新しい年度の始まりにあたり、学年団の先生方に異動がありましたのでお知らせします。１組を担

任していただいた岩井裕子先生が夢前高校へご転勤、３組を担任していただいた瀬戸先生が学年を出

て、本校進路指導部へ移られることになりました。それぞれ国語、社会の教科指導だけでなく、進路指

導、生徒指導はもちろん、あらゆる方面でときに厳しく、ときに優しくみなさんに接していただきまし

た。お二人の存在は学年団にも常に大きな安心感を与えてくださいました。残念ですが仕方ありませ

ん。別れあり、出会いありの春です。新しい学校、新しい部署でのご活躍をお祈りいたします。 

代わって、新しくお迎えしたのは副主任として山本一芳先生（理科）、担任として井上絵莉香先生（国

語）、岡本佳穂先生（国語）です。昨年度まで４５回生の副主任として重責を担われていた山本先生と

フレッシュで熱意あるお二人の先生に加わっていただけること、心から喜んでいます。 

その他の学年団（島本、清水、中田、西山、菱池）は変わることなくみなさんと一緒に進級できまし

た。私たち８名は、学年団として最も身近な立場からみなさんの大切な青春の１ページに関わること

に喜びを感じ、あらためて責任の重さを実感しています。学業、行事、部活動と、あらゆる学校生活に

おいてみなさんが大きく成長していくにあたり、できる限りのお手伝いをしなければなりません。 

そこで、みなさんには多くの期待がありますが、さしあたっては新入生のお手本となるような立ち

居振る舞いをお願いします。新入生が「相高にはいってよかった」と言ってくれるかどうかはみなさん

にかかっています。どうぞよろしくお願いします。 

 

緊張感と向上心を大切に！ 

副主任 山本 一芳 

この度、４７回生の学年団に仲間入りさせていただきました。教科は理科（化学）で、バスケッ

トボール部を担当します。 

さて、２年生になった君たちへの激励のことばとして、「緊張感と向上心を大切に！」を送りた

いと思います。高校生活に慣れ、受験がもう少し先に感じるこの学年は、良くも悪くも心にゆと

りがあります。だからこそ、この１年間、緊張感を持ち続け勉強に集中することが何より大切で

あり、その努力が受験勉強の土台となると私は思います。土台なくして、成功はありません。ま

た、変化を恐れず自らを高める向上心を持ち続けることも、大切だと思います。苦手な分野でさ

え、興味ないと割り切ってしまうのではなく、楽しみを見つけ挑戦する姿勢が、人間性を高めて

いくのではないでしょうか。 

高校 2年の 17歳は一生に一度しかありません。後悔しないように、緊張感と向上心を大切に頑

張っていきましょう。私も、君たちとともに日々成長していきたいと考えています。 

  

高２はフリーダム！！ 

１組担任 西山 直輝 

私は高校生の頃、勉強のお供にラジオを聞いていました。中でも夜 10 時からの「SCHOOL OF 

LOCK！」が楽しみでした。学校の時間割を模した番組構成でリスナーは中高生が多く、メインパ

ーソナリティの二人をそれぞれ「校長」「教頭」と呼んでいるユニークな番組です。私がリスナー

だったころの「教頭」の口癖が、「中 2高 2はフリーダム！！」でした。みなさんはこれから「フ

リーダム」な高校２年生をスタートさせるわけです。ここでの「フリーダム」とはどういった意味

でしょうか。「教頭」は「中 2高 2の一番自由な時間に敬意を表して叫んでいるんですよ」とラジ

オの中で言っていました。たしかに「フリーダム」の訳語は「自由」です。実はこの訳語は、自由

民権運動が起こった時、福沢諭吉によって示されたものです。福沢は、『西洋事情』（1868年刊）

のなかで、「自由」というのはわがままという意味ではなく、まわりの人を侵さず、自分の思うこ

とに存分にすることだと言っています。生徒会や部活動で中心となり、ある意味自分たちが学校

を動かす立場になる学年だからこそ、福沢の言葉を嚙みしめて「フリーダム」な高校２年生にし

てほしいと思います。 

チャンスの神様は○○しかない 

                              ２組担任 井上 絵莉香 

タイトルはギリシャ神話を元にできたことわざで、「チャンスはやって来た瞬間に掴まなければ

ならず、過ぎ去ってから掴むことはできない」という意味です。この意味をヒントに、「○○」に

入る文字を考えてみて下さい。（答えはこの文章の３段落目にあります。） 

ご挨拶が遅れましたが、今年度から 47回生の皆さんの仲間入りをさせていただく井上絵莉香で

す。一緒に勉強して、学校生活を楽しむ中で、皆さんの色んな表情を知っていきたいなと思って

います。どうぞよろしくお願いします。 

さて、最初の質問の答えは「前髪」です。分かりましたか？皆さんの目の前にある、可能性のチ

ャンスを逃さず掴んでほしいという思いから、タイトルのことわざを紹介しました。チャンスの

神様は後ろ髪がないので、「あれはチャンスだったなあ」と思ったときにはもう捕まえられなくな

ってしまうのです。チャンスが来たらすぐに手を伸ばせるよう、何事にも全力で取り組みましょ

う！ 

坂道をあるく 

３組担任 岡本 佳穗 

 今年度から相生高校に赴任し、47回生の仲間に加わりました、岡本佳穗と申します。１～５組

まで論理国語や古典探究を担当します。よろしくお願いします。 

さて、相生高校に初めて訪れたときの印象は、坂がすごい！！！でした。この坂道を三年間の

ぼる生徒の皆さんの体力に感服です。坂道を歩くと足腰が鍛えられますね。足や腰は体を支える

重要な部分です。さあ、これを学習に置き換えてみましょう。基礎の部分をしっかりと鍛えるこ

とで発展的な学習ができます。この二年生の間に勉強の坂道をたくさんのぼり、基礎の部分をつ

くっておきましょう。 

そしてなにより、どうせ勉強するなら楽しいほうがいい。課された学習に対して嫌々取り組む

のではなく、楽しんで学習していきましょう。私も皆さんのサポートができるように頑張ります。

一緒に坂をのぼっていきましょう！ 
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慣れの１年から成長の１年へ 

４組担任 中田 祥太郎 

時の流れは早いもので、君たち 47 回生がこの相生高等学校に入学してから１年が経ちました。

昨年、この学年通信４月号で私は「この１年間でとにかく『慣れる』ことを大事にしてほしい」と

書きました。どうですか。高校生活に慣れたかと尋ねたら、おそらく君たちのほとんどが「もう慣

れました！」と答えることでしょう。（相高坂のキツさを除く） 

さて、１年が経過し要領がつかめてきた今だからこそ、君たち１人１人の意識の持ち方にかか

ってきます。学習は手を抜こうと思えばいくらでも手を抜ける。でもそこで頑張れる人はどんど

ん成長できると思います。進路も「まだ１年あるし」から「もう１年しかない」へ！前髪を気にす

るのもいいですが、成績も気にしましょう。部活動は自分たちが中心になるのだという意識を！  

まず高２の春に(in spring)これからの私(i)はどう生きたいかをイメージしましょう。そうす

れば必ず感動的な(inspiring)１年を送れます！一緒に成長していこうね！ 

 

              主体的に 

                               5組担任 清水 弘也 

いよいよ２年生としての１年間がスタートします。昨年の反省は 3 月までにしっかりと振り返

ってくれたことでしょう。将来をしっかりと見定めて、2年生の間に力をため、進路実現に向けて

飛躍できるように、今年も一歩ずつ前進していきましょう。皆さんに今年取り組んで欲しいこと

を１つだけ伝えます。それは、「自ら考え、自ら動き、自ら伝える」ということです。昨年の１年

間を見て、皆さんは「言われたことはやるけど、それ以上のことがない」という印象があります。

これからの時代はそれでは通用しません。ぜひ今年は、勉強でも行事でも部活動でも『自分から

行動を起こせる』人に成長してくれることを期待しています。 

 

雲外蒼天                          

副担任 島本 陽子 

「雲外蒼天」という言葉を聞いたことはありますか？ 将棋界で前人未踏の快挙を次々に遂げて

いる藤井聡太八冠が静岡県の掛川城天守閣開門 30周年を記念して揮毫（きごう）したことで話題

になった言葉です。  

「雲外蒼天」とは「雲を抜けた先には蒼天（青空）が広がっている」つまり、「苦しみを乗り越

えれば、素晴らしい世界が待っている」ということを意味します。希望が持てる言葉ですね。た

だ、この言葉、逆の見方で解釈すると、「苦しみを乗り越えなければ青空には届かない」とも読め

ます。「雲」の高さは人によって様々だと思いますが、藤井聡太八冠をはじめ、世に名を馳せてい

る人々の「雲」は恐らく私達の想像を絶する高さでしょう。 

高校生活に慣れてきた 2 年生は「中だるみ」と揶揄されることが多いですが、実は高校３年間

で最も自分を伸ばせる時期です。毎日を安穏と過ごして自分をどんどん堕落させていては、高校

の集大成である 3年時に思わぬ苦戦を強いられることになります。 

47回生の皆さんが自分なりの「雲」（できれば高めの…）を設定して、少々しんどくても乗り越

えてくれるように願っています。晴れ渡った青空を目指して！ 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜今後の予定＞ 

８日(月) 着任式 始業式 大掃除 入学式 

９日(火) 離任式 対面式 生徒総会 服装検査 

生徒会役員選挙告示 校内実力考査（数） 

     10日(水) 校内実力考査（英国） 学年集会（５限）各種委員会 

     17日(水) 立会演説会 検尿 

     19日(金) 一日校外活動（ペーロン） 

     24日(水) 眼科検診 

 

 名 前 教 科 顧    問 

主任 菱池美保 数 学 男子ソフトテニス 

副主任 山本一芳 理 科 男子バスケットボール・情報メディア 

副担任 島本陽子 英 語 放送・ESS 

１組担任 西山直輝 社 会 情報メディア・陸上 

２組担任 井上絵莉香 国 語 吹奏楽 

３組担任 岡本佳穗 国 語 剣道 

４組担任 中田祥太郎 英 語 男子ソフトテニス・吹奏楽 

５組担任 清水弘也 数 学 女子バレーボール 



 


